
0.40 0.14 0.19平均値 4.66 7.35 7.60 7.90 8.21平均値 54.30 55.32 55.08 56.95 58.00

当該値 0.00 0.00

平均値 0.06 0.09

R01

0.00 0.00 0.00当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

全体総括

　現状の経営状況は、「１．経営の健全性・効率
性」から見ても、健全は経営が保たれていると考え
られる。また、「２．老朽化の状況」についても、
耐用年数を経過した管路はなく、概ね健全な状態が
保たれている。
　将来に向かって、工業用水道事業を健全な形で維
持させるために、今後発生する施設及び管路の老朽
化に向け、アセットマネジメントの手法を用いた施
設の長寿命化や更新需要の平準化を考慮した、不要
な配水管の廃止や配水管口径の適正化（減径）を練
り込んだ更新計画を策定し適正な維持管理を行って
いく。R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R04 R05

当該値 61.38 63.29 65.21 67.13 69.04

R02 R03 R04 R05

2. 老朽化の状況

平均値 50.90 49.05 50.94 49.76 49.18平均値 34.92 34.19 36.65 33.29 31.77平均値 49.94 50.56 49.40 49.51 52.49平均値 90.22 90.80 93.49 94.77 89.59

当該値当該値 49.83 55.65 50.11 42.81 47.46 92.07 92.07 92.07 92.07当該値 62.44 57.44 62.20 63.17 65.61

R01R02 R03 R04 R05 R01

92.07

2. 老朽化の状況について

　有形固定資産減価償却率については、類似団体を
上回っているが、管路経年化率については、本市工
業用水道が、H4に供用開始であるため法定耐用年数
を超えた管路は発生していないため0％である。そ
のため管路更新率も0％となっている。
　今後発生する施設及び管論の老朽化に向け、ア
セットマネジメントの手法を用いた施設の長寿命化
や更新需要の平準化を考慮した更新計画を策定し適
正な維持管理を行っていく。

R01 R02 R03 R04 R05 R01 R02 R03 R04 R05

当該値 133.70 129.46 134.09 153.27 135.12

R02 R03 R04 R05

平均値 498.01 490.39 475.44 413.60 398.17平均値 732.52 819.73 834.05 1,011.55 913.57平均値 125.80 132.55 134.69 133.64 140.65平均値 108.76 110.19 113.73 115.42 114.11

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

R02 R03

254.05 246.91 236.33 229.55 216.84当該値 4,629.49 5,331.54 5,571.12 5,635.35 5,599.48

R02 R03 R04 R05 R01R02 R03 R04 R05 R01R04 R05 R01

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、類似団体を上回ってい
る。100％以上を確保できており、健全な経営がさ
れていると分析できる。
②累積欠損金比率については、欠損金がなく、安定
経営されている。
③流動比率については、類似団体を上回っている。
事業規模が小さく財政基盤が脆弱なため、内部留保
資金を確保した経営をしていることが要因である。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体を大幅に
下回っている。これは、企業債発行抑制が大きな要
因である。
⑤料金回収率は、100以上を確保できており、類似
団体も上回っている。料金体系は責任水量制を採用
しており、給水に係る費用に対し、適正な料金設定
がなされていると考えられる。
⑥給水原価については、類似団体とほぼ同水準で推
移している。人件費や修繕費などの経常経費を抑制
していることが給水原価が下がっている要因である
と考えられる。
⑦施設利用率については、夏場等ピーク対応に備え
るため施設能力の60％台の数値となっている。
⑧契約率については、類似団体を大幅に上回ってい
る。施設能力に見合った契約がなされていると考え
られる。

R01 R02 R03 R04 R05

当該値 125.85 124.55 126.15 139.46 126.96

類似団体平均値（平均値）

- 85.7 4 755 非設置 【】 令和5年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 820 極小規模 1 538 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（令和5年度決算）
茨城県　潮来市

【事業概要】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.16】
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②管路経年化率(％)
【49.95】
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③管路更新率(％)
【0.32】
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③流動比率(％)
【494.95】
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【229.84】
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⑤料金回収率(％)
【110.13】
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⑦施設利用率(％)
【52.61】
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⑧契約率(％)
【77.52】
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【23.61】
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①経常収支比率(％)
【114.39】
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